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保保
健健
福福
祉祉
セセ
ンン
タタ
ーー
でで
ササ
ポポ
ーー
トト
しし
まま
すす
！！

４
月
３
日
か
ら
業
務
開
始

【
お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば
】

（
新
規
事
業
）

未
就
園
児
（
０
〜
３
歳
）
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

気
軽
に
自
由
に
集
え
る
遊
び
の
場

を
提
供
し
ま
す
。

「
明
和
町
で
は
子
ど
も
連
れ
で

遊
び
に
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
よ
」

と
今
ま
で
た
く
さ
ん
の
親
子
か
ら

お
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
お
待
ち
か
ね
の
遊
び
の
場
で

す
。気

持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ

う
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
で
お
も
ち

ゃ
の
片
付
け
な
ど
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
と
き

午
前
９
時
〜
正
午
・
午

後
１
時
〜
３
時
（
ほ
か
の
事
業

が
な
い
日
を
開
放
。
日
程
表
は

配
布
済
み

の
「
平
成

18
年
度
保

健
事
業
計

画
」
を
ご

覧
く
だ
さ

い
■
と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階

【
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
】

妊
娠
届
出
書
に
基
づ
き
母
子
健

康
手
帳
を
交
付
し
ま
す
。
第
１
子

妊
娠
者
に
は
父
子
健
康
手
帳
も
同

時
に
交
付
し
ま
す
。
妊
婦
健
診
、

母
子
健
康
手
帳
な
ど
の
活
用
方
法

な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

【
予
防
接
種
問
診
票
の
交
付
】

（
出
生
時
、
転
入
時
の
手
続
き
）

出
生
届
け
、
乳
幼
児
の
転
入
届

け
時
に
予
防
接
種
の
問
診
票
を
交

付
し
、
活
用
方
法
を
説
明
し
ま
す
。

（
第
１
子
出
生
の
保
護
者
に
は
乳

児
訪
問
で
自
宅
で
詳
し
く
説
明
し

ま
す
）

【
育
児
相
談
】

乳
幼
児
の
身
体
計
測
、
発
達
の

相
談
、
離
乳
食
や
幼
児
食
、
し
つ

け
な
ど
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

（
月
１
回
）

【
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
教
室
】

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
赤
ち
ゃ

ん
の
遊
ば
せ
方
、
楽
し
む
育
児
に

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
福
祉
や
保
健
事
業
な
ど
に
関
し
て
、

相
談
か
ら
サ
ー
ビ
ス
提
供
ま
で
一
体
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
今
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
そ
の
業
務
の
う
ち
、
主
な
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
を
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●転入のとき（高齢者や乳幼児がいる場合）

●出生届をしたとき

●母子健康手帳の交付時

●介護保険や高齢者福祉に関

すること（保険料は除く）

●障害者の生活支援などの相

談に関すること

●育児や健康に関すること

※詳しくは、保健福祉センタ

ーへ。

こんな手続きや相談は
保健福祉センターへ

【
M
C
く
ら
ぶ
】

２
歳
７
カ
月
児
を
対
象
に
身
体

計
測
、
保
育
士
に
よ
る
遊
び
の
紹

介
、
虫
歯
予
防
の
た
め
の
歯
み
が

き
指
導
、
幼
児
期
の
大
切
な
生
活

に
つ
い
て
の
お
話
な
ど
、
幼
児
の

健
や
か
な
成
長
を
応
援
し
ま
す
。

（
月
１
回
）

【
３
歳
児
健
診
】

３
歳
６
カ
月
児
を
対
象
に
医
師

の
診
察
、
発
達
検
査
、
歯
科
健
診
、

保
健
指
導
、
栄
養
指
導
な
ど
を
行

い
ま
す
。（
月
１
回
）

【
療
育
事
業
】

療
育
の
必
要
な
子
と
家
族
に
心

理
療
法
士
に
よ
る
感
覚
統
合
訓
練

（
が
ん
ば
る
ぞ
ー
）
や
個
別
の
教

材
指
導
を
行
い
ま
す
。（
月
１
回
）

こ
の
事
業
で
は
、
家
族
会
（
ポ

ピ
ン
ズ
）
を
つ
く
り
、
保
護
者
間

の
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【
児
童
相
談
】

個
別
の
児
童
の
発
達
検
査
や
発

達
に
関
す
る
相
談
を
言
語
聴
覚
士

が
行
い
ま
す
。（
２
カ
月
に
１
回
）

【
子
ど
も
家
庭
相
談
】

子
ど
も
を
中
心
と
し
た
家
庭
内

で
の
相
談
（
不
登
校
、
い
じ
め
、

D
V
問
題
な
ど
）
に
、
経
験
豊
富

な
臨
床
心
理
士
が
応
じ
ま
す
。

（
月
１
回
）

【
こ
こ
ろ
の
相
談
】

心
の
悩
み
、
心
の
病
を
か
か
え

る
人
に
経
験
豊
富
な
臨
床
心
理
士

が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
（
月
１

回
）

【
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
】

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人

と
、
育
児
の
援
助
を
行
い
た
い
人

を
会
員
と
し
て
組
織
化
し
、
地
域

で
の
子
育
て

支
援
を
相
互

援
助
活
動
と

し
て
行
い
ま

す
。

※
そ
の
ほ
か
、
「
子
ど
も
の
こ
と

な
ど
で
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い

の
だ
ろ
う
」
と
思
わ
れ
た
ら
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー

（
TEL
52-

７
１
２
７
・
フ
ァ
ク
ス

52-

７
１
２
８
）
へ
。

★
６
月
号
に
は
、
高
齢
者
福
祉
・

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
障
害

者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

つ
い
て
、
チ
ャ
イ
ル
ド
ボ
デ
ィ
ワ

ー
ク
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
資
格
の
あ
る

助
産
師
が
わ
か
り
や
す
く
指
導
し

ま
す
。（
２
カ
月
に
１
回
）

【
１
歳
６
カ
月
児
健
診
】

１
歳
６
カ
月
児
を
対
象
に
医
師

の
診
察
、
発
達
検
査
、
歯
科
健
診
、

保
健
指
導
、
栄
養
指
導
な
ど
を
行

い
ま
す
。（
月
１
回
）

【
ス
テ
ッ
プ
教
室
】

言
葉
の
出
が
ゆ
っ
く
り
、
人
見

知
り
が
ひ
ど
い
、
生
活
リ
ズ
ム
や

発
達
に
関
す
る
環
境
面
の
こ
と
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
子
さ
ま
の
悩

み
を
か
か
え
る
親
子
を
対
象
と
し

た
教
室
を
行
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
意
欲
を
育
て
る
さ
ま

ざ
ま
な
遊
び
を
通
し
て
幼
児
の
発

達
を
促
し
ま
す
。
言
語
聴
覚
士
に

よ
る
個
別
の
相
談
も
行
い
ま
す
。

（
月
１
回
）

１
歳
６
カ
月
児
健
診
の
様
子
。

●特集　保健福祉センターがスタート
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音楽活動をしている青少年が世代を越えて

多くの人に演奏を聞いてもらおうと企画した

第２回明和音楽祭FIRE FLY（フリーチルドレ

ンスペースMEIWA主催）が３月26日、イオン

明和ショッピングセンターで開かれました。

この日は、町内外で活動している11のグ

ループが出演。琴やフルート、ギターなどさ

まざまな楽器でジャズやポップスなどを披露

しました。

訪れた買い物客は、その場に足を止めて演

奏に耳を傾けていました。

明和音楽祭FIRE FLY

いつき会館で３月18日、斎宮老人会女性

友の会（西村成子代表）の５周年記念会があ

り、約70人が参加しました。

この日は、太極拳やフラダンスの披露、会

員の作品展示、宮川医療少年院法務教官の大

茂富男さんによる講演会がありました。

講演会では、「犯罪事件を起こす子供たち」

を演題に、犯罪事件を起こした少年たちの背

景などが話されました。参加者たちは、大茂

さんの話にうなずきながら聞き入っていまし

た。

斎宮女性友の会が５周年

明和町の

食文化の
見

直しと良
き

習慣の伝
承

を図ろう
と

３月18
日、

第５回わ
が

家のあら
れ

自慢コン
テ

ストと第
６回明和

ざいしょ
市（明和

町特産品
振興連絡

協議会

主催）が
イオン明

和ショッ
ピングセ

ンターで
開かれま

した。

この日は
、自慢の

あられを
37人が出

品。約1
00人の審

査員

が試食し
、おいし

いと思う
あられに

投票しま
した。

なお、最
優秀賞は

新田一子
さん（馬

之上）、
優秀賞は

山__

千鶴子さ
ん（前野

）、山本
惠子さん

（中村）
、自慢賞

は西浦み

つへさん
（大淀）

、山口百
合惠さん

（斎宮）
、濱口志

げ子さん

（大淀）
、土屋和

子さん（
大淀）、

瀬田惠美
子さん（

有爾中）
、

奥田純子
さん（馬

之上）で
した。

わが家の
あられ自

慢コンテ
スト
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町人権セ
ンターで

３月27・
29の両日

、点

字サーク
ルのメン

バーを講
師に迎え

た点字体

験教室が
ありまし

た。

この教室
では、点

字器と点
筆を使っ

て50

音や数字
を順に打

った後、
自分で選

んだ絵本

の文章を
点訳。

参加した
児童たち

は、「点
筆で打つ

ときの

音がおも
しろい」

「学校の
授業でや

ったこと

がある。
もっとや

りたいと
思って参

加した。

点字器を
借りて帰

り、家で
練習して

みます」

と話して
いました

。

人権セン
ター点字

体験

祓川の環境保全に関する取り組みのPRを

図ろうと３月19日、斎宮歴史博物館で祓川

シンポジウム（県主催）が開かれました。

この日は、岐阜経済大学地域連携推進セン

ターの森　誠一教授による「日常生活におけ

る保全～郷土力をどう培うか～」と題した基

調講演、京都大学理学博士の北村淳一さんに

よる祓川保全活動の紹介、パネルディスカッ

ションなどがありました。会場では、「祓川

の環境保全活動をどう盛り上げるか」をテー

マに５人のパネリストが意見を交わしました。

祓川シンポジウム

トーア自動車学校が４月６日、春の全国交

通安全運動（４月６日～15日）の一環とし

て同校を町民に一日開放し、地域の高齢者な

ど約40人が訪れました。

交通安全教室では部屋を暗くして反射材の

効果を実感、場内コースでは教習車の体験運

転や自転車を使った安全講習が行われまし

た。

また、適性検査や高齢者講習相談なども併

せて行われ、参加者は交通安全への心掛けを

新たにしていました。

自動車学校を一日開放

母子草（ははこぐさ）を使った古代の草餅

づくりが３月25日、いつきのみや歴史体験

館であり、14人が参加しました。

この日は、古代の草餅について説明を受け

た後、同館西側の広場で母子草を採取。蒸し

てすりつぶした母子草をもちに混ぜ込み、丸

く形を整えました。

参加したある親子は、「京都府から伊勢地

方へ観光に来ています。長女が歴史に興味を

持っているので、参加しました」と話してい

ました。

草餅（もち）づくり
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人権課 TEL52-7116・FAX52-7133
町人権センター TEL・FAX55-3052

学校教育課TEL52-7123・FAX52-7133
生涯学習課TEL52-7124・FAX52-7133

人権センター５月の講座案内

●連続着付教室
初心者でも簡単に着付けが

できるようになります。お気
軽に参加してください。
■とき ５月20日（土） 午
前10時～11時30分

■ところ 町人権センター
■受講資格 明和町在住、在
勤の人

■定員 15人（先着順）
■講師 紫織庵　森本恭子さ
ん

■持ち物 着物ほか、着付道
具一式

■申し込み 開催日の前日ま
でに同センターへ

●太極拳サークル
ゆったりとした呼吸で体を
動かすと、心も体もリラック
スします。
毎月第２・４水曜日の午後
に活動しています。お気軽に
参加してください。
■とき ５月10日（水）・24
日（水） 午後１時30分～
２時30分
■ところ 町人権センター
■受講資格 明和町在住の人
■定員 25人（先着順）
■講師 阪村幸代さん
■申し込み 開催日の前日ま
でに同センターへ

楽
し
い
手
作
り
教
室

特
設
人
権
相
談
所
の
開

設
特
設
人
権
相
談
所
を
、
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

い
じ
め
・
差
別
・
隣
人
関
係
な

ど
で
お
悩
み
の
人
は
、
お
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
と
き

６
月
１
日

（木）

午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
相
談
員

人

権
擁
護
委
員

※
詳
し
く
は
、

人
権
課
へ
。

「学びステーション」とは、町教育委

員会が実施する「命・愛」をテーマに

した講演会や講座などのイベントの総

称で、昨年度は「じんけん楽習塾」と

して７講座を実施しました。

今年度は、町民の皆さんにも企画・

運営に参加していただく企画運営委員

を募集し、より幅広い視野で企画を立

てたいと考えています。

■参加資格 明和町在住・在勤の成人

■応募方法 電話かファクス、または

直接役場２階学校教育課窓口へ

■必要事項 名前・連絡先住所・電話

番号

※詳しくは、学校教育課へ。

今今
年年
度度
のの

ひひ
とと
・・
まま
ちち
・・
ふふ
れれ
ああ
いい
企企
画画
がが

スス
タタ
ーー
トト
しし
まま
しし
たた

第
１
回
斎
宮

ち
ゃ
れ
ん
じ
教
室

【
男
の
料
理
】

初
カ
ツ
オ
を
さ
ば
い
て
、
季
節

感
あ
ふ
れ
る
料
理
を
作
り
ま
す
。

■
と
き

５
月
27
日

（土）

午
前

９
時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
講
師

村
林
新
吾
さ
ん
（
県
立

相
可
高
等
学
校
食
物
調
理
科
教

諭
）

■
参
加
費

１
０
０
０
円

■
定
員

男
性
10
人
（
先
着
順
）

【
家
庭
料
理
を
作
ろ
う
】

午
前
中
の
「
男
の
料
理
」
で
、

さ
ば
い
て
も
ら
っ
た
カ
ツ
オ
を
使

っ
て
料
理
し
ま
す
。

■
と
き
　
５
月
27
日

（土）

午
後

１
時
30
分
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
講
師

村
林
新
吾
さ
ん

■
参
加
費

１
０
０
０
円

■
定
員

15
人
（
先
着
順
）

【
共
通
】

■
受
講
資
格

明
和
町
在
住
、
在

勤
の
人

■
募
集
期
間

５
月
15
日

（月）
〜

19
日

（金）

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
ま
で

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー
へ
。

【
梅
干
し
づ
く
り
に
親
子
で
ち
ゃ

れ
ん
じ
！
】

■
と
き

５
月
28
日

（日）

午
前

９
時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
集
合
場
所
＝
斎
宮
歴

史
博
物
館
　
解
散
＝
い
つ
き
の

み
や
歴
史
体
験
館

■
対
象

小
学
生
の
親
子
ま
た
は

そ
の
家
族

■
定
員

15
組

■
参
加
費

親
子
ペ
ア
で
３
０
０

円
（
家
族
参
加
者
追
加
１
人
に

つ
き
１
０
０
円
増
）

■
申
込
方
法

５
月
16
日

（火）
ま

で
に
必
着
（
往
復
は
が
き
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
詳

し
く
は
、
小
学
校
で
配
布
さ
れ
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
読
み
く
だ
さ

い
。

「学びステーション」
の企画運営委員を募集
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家
族
や
同
僚
が
も
し
も
の
と

き
、
救
命
の
手
助
け
が
で
き
る
講

習
会
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

５
月
28
日

（日）

午
前

９
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
講
習
内
容

①
応
急
手
当
の
重

要
性
②
心
肺
蘇
生
（
そ
せ
い
）

法
お
よ
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法

（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
人
工
呼

吸
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
③
大
出
血
時
の

止
血
法
（
生
命
に
か
か
わ
る
出

普
通
救
命
講
習
会
を

開
催

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
、
毎
日
の
よ
う
に
多
く
の
犯
罪
記
事
が

取
り
扱
わ
れ
て
い
る
現
在
、
安
全
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
の
実
現
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
や
警
察
も
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
各
種
防
犯
施
策

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
最
も
大
事
な

こ
と
は
、
地
域
住
民
に
よ
る
「
防
犯
活
動
の
輪
」
を
広
げ
る
こ
と

で
す
。

こ
の
活
動
を
成
功
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
無
理
を
せ
ず
、
で

き
る
こ
と
か
ら
」
で
す
。

■
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
着
眼
点

①
見
慣
れ
な
い
人
や
車
は
な
い
か

②
公
園
な
ど
の
遊
び
場
に
異
常
は
な
い
か

③
留
守
宅
に
不
審
な
人
や
車
は
な
い
か

④
廃
屋
・
空
き
家
な
ど
に
異
常
は
な
い
か

⑤
不
審
者
（
車
）
を
発
見
し
た
と
き
は
、
特
徴
を
メ
モ
し
、
早
め

に
１
１
０
番
を
！

町
内
で
は
、
既
に
有
爾
中
・
坂

本
地
区
な
ど
で
、
自
主
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
自
主
防
犯
活
動
の
支

援
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
総
務
課
防
災
防
犯
係
（

TEL

52-

７
１
１
１
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ
『
自
分
の
身
は
自
分
で
守
ろ
う
！
』

ま
ず
、
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
！

〜
自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
〜

血
）

■
募
集
人
数

30
人

■
受
講
料

無
料

■
募
集
期
間

５
月
11
日

（木）
〜

21
日

（日）

■
申
し
込
み

明
和
消
防
署
ま
た

は
最
寄
の
消
防
署
・
分
署
で
受

講
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出

■
そ
の
ほ
か

受
講
修
了
者
に

は
、
普
通
救
命
講
習
修
了
証
を

交
付

※
詳
し
く
は
、
松
阪
地
区
広
域
消

防
組
合
明
和
消
防
署
（

TEL
52-

５

６
０
０
）
へ
。町民の生命・財産を守る明和町消防団の幹部に、

次の皆さんが決まりました。

s団長 藪谷一雄

s副団長 中川吉弘、辻　良久

第１分団

（明星）分団長＝中瀬雅文、副分団長＝朝倉正浩

第２分団

（斎宮）分団長＝早川　勇、副分団長＝西村　弘

第３分団

（大淀）分団長＝辻　和昭、副分団長＝杉木孝久

第４分団

（上御糸）分団長＝太田　昇、副分団長＝田中　剛

第５分団

（下御糸）分団長＝飯田久司、副分団長＝村井幸雄

町消防団の新体制が決まる

町消防団幹部の皆さん。

河川名 
項　　　目 備　　考 

ＰＨ ＳＳ ＤＯ 採水日 

祓　川 ３月７日 

３月７日 

３月７日 

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後

が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生

物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川の汚濁

を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊している微細な

固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素＝水中に溶解している酸素量で、汚濁が

著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 

大堀川 

笹笛川 

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

12.1

9.4

7.60.8

2.0

8.0

2.0

7.4

7.4

6.5

（0.5未満） 
検出されず 

1.2

 
広報めいわ　広報めいわ　2006年５月号年５月号 広報めいわ　2006年５月号  
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第24回

斎王まつり斎王まつり
（（６月３日・４日６月３日・４日）

第
24
回
斎
王
ま
つ
り
（
主
催
＝

斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
）
が
、

６
月
３
・
４
の
両
日
、
斎
宮
歴
史

博
物
館
周
辺
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

す
。皆

さ
ん
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

３
日

（土）

【
斎
王
禊
（
み
そ
ぎ
）
の
儀
】

●
と
き
・
と
こ
ろ

午
後
１
時
〜

３
時
　
大
淀
漁
港
前
「
業
平
公

園
」（
雨
天
中
止
）

【
前
夜
祭
】

●
と
き
・
と
こ
ろ

午
後
５
時
〜

９
時
　
斎
宮
歴
史
博
物
館
ふ
る

さ
と
広
場
公
園
（
雨
天
＝
総
合

体
育
館
）

●
内
容

i
n
f
i
x
（
イ
ン
フ

ィ
ッ
ク
ス
）
の
コ
ン
サ
ー
ト
ほ

か４
日

（日）

【
斎
王
群
行
】

●
と
き
・
と
こ
ろ

午
後
１
時
〜

３
時
　
上
園
芝
生
公
園
〜
斎
宮

歴
史
博
物
館
（
雨
天
中
止
）

【
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
斎
王
市
】

●
と
き
・
と
こ
ろ

午
前
10
時
〜

午
後
３
時
　
斎
宮
歴
史
博
物
館

会
場

※
詳
し
く
は
、
同
実
行
委
員
会

（
TEL
52-

０
０
５
４
）
へ
。

６
月
３
・

４
の
両
日
に

開
か
れ
る
第

24
回
斎
王
ま

つ

り

（

主

催
＝
斎
王
ま

つ
り
実
行
委

員
会
）
の
配

役
選
考
会
が

３
月
19
日
、

い
つ
き
の
み

や
歴
史
体
験
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。51

人
の
応
募
者
の
中
か
ら
斎
王

役
に
選
ば
れ
た
の
は
、
鈴
鹿
市
の

稲
葉
友
佳
子
さ
ん
。
ま
た
、
子
ど

も
斎
王
に
は
、
西
口
玲
央
さ
ん

（
下
御
糸
小
３
年
・
選
考
時
）
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
配
役
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

女
別
当

市
野
瑛
子
（
松
阪
市
）

内
侍

山
出
真
由
（
鈴
鹿
市
）
・

上
野
智
美
（
伊
勢
市
）
・
倉
谷
美

香
（
愛
知
県
）
・
古
市
裕
美
（
京

都
府
）

命
婦

上
地
峰
子
（
明
和
町
）
・

岡
村
好
美
（
鳥
羽
市
）
・
東
　
希

穂
（
津
市
）
・
宮
木
見
袈
（
松
阪

市
）

采
女
　
藤
岡
千
紗
（
津
市
）
・
吉

原
梨
恵
（
四
日
市
市
）
・
石
川
雅

子
（
埼
玉
県
）

女
孺

米
田
陽
子
（
玉
城
町
）
・

村
田
　
葵
（
伊
勢
市
）
・
服
部
友

美
（
伊
勢
市
）
・
上
野
衣
美
（
伊

勢
市
）
・
森
　
あ
ゆ
み
（
津

市
）
・
米
井
真
理
（
伊
賀
市
）
・

磯
部
恵
美
（
東
京
都
）
・
池
田
美

幸
（
大
阪
府
）

舞
人

奥
村
眞
衣
（
明
和
町
）
・

大
山
　
結
（
明
和
町
）
・
小
倉
里

穂
（
明
和
町
）
・
小
倉
志
穂
（
明

和
町
）
・
北
村
早
羅
（
伊
勢

市
）
・
新
谷
芽
衣
香
（
伊
勢

市
）
・
山
田
幸
代
（
津
市
）
・
中

川
絢
子
（
桑
名
市
）
・
稲
田
さ
か

え
（
志
摩
市
）
・
王
　

（
中

国
）
・
相
　
蒙
蒙
（
中
国
）
・
陳

娟
娟
（
中
国
）
・
井
出
彩
花
（
伊

勢
市
）

近
衛
使

井
上
　
崇
（
明
和
町
）

検
非
違
使

田
川
　
修
（
津

市
）
・
岡
森
義
貴
（
名
張
市
）
・

奥
山
憲
生
（
伊
勢
市
）
・
脇
田
友

夫
（
東
京
都
）

随
身

奥
田
　
勲
（
四
日
市

市
）
・
中
村
　
篤
（
四
日
市

市
）
・
鈴
木
直
孝
（
四
日
市
市
）

陪
従

山
中
松
行
（
鈴
鹿
市
）
・

野
田
保
巳
（
鈴
鹿
市
）

風
流
傘

森
　
大
樹
（
伊
賀

市
）
・
中
村
勇
夫
（
鳥
羽
市
）
・

下
地
康
雄
（
尾
鷲
市
）
・
福
戸

亮
（
愛
知
県
）

與
丁

辻
　
泰
（
鈴
鹿
市
）
・
大

谷
　
厳
（
津
市
）
・
小
原
　
毅

（
名
張
市
）
・
大
野
彰
久
（
埼
玉

県
）

斎斎
王王
まま
つつ
りり
のの
配配
役役
がが
決決
定定

斎斎
王王
にに
鈴鈴
鹿鹿
市市
のの
稲稲
葉葉
友友
佳佳
子子
ささ
んん

子子
どど
もも
斎斎
王王
にに
西西
口口
玲玲
央央
ささ
んん
（（
養養
川川
））

右から斎王役の稲葉友佳子さん・子ども
斎王役の西口玲央さん。

昨
年
の
斎
王
ま
つ
り
（
上
園
芝
生
広
場
）。

時を越えいま旅立つ
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広報めいわ　広報めいわ　2006年５月号年５月号 広報めいわ　2006年５月号  

明
和
町
史

全
３
巻
が
完
成

第
３
期
（
平
成
18
年
〜
20
年
）

介
護
保
険
料
基
準
額
は
、
今
後
３

年
間
の
給
付
費
見
込
額
や
地
域
支

援
事
業
費
を
推
計
し
、
第
１
号
被

保
険
者
が
負
担
す
る
保
険
料
出
納

必
要
額
を
算
出
し
た

結
果
、
月
額
４
３
１

８
円
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
今
回
の
制

度
の
改
正
で
は
、
税

制
改
正
に
対
応
し
た

課
税
層
の
段
階
設
定

を
見
直
す
こ
と
に
な

り
、
被
保
険
者
の
負

担
能
力
に
応
じ
た
、

き
め
細
や
か
な
保
険

料
段
階
の
設
定
を
し

ま
し
た
。

所
得
段
階
別
保
険

料
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

税
制
改
正
で
影
響

を
受
け
る
人
に
は
、

平
成
18
・
19
年
度
の

２
年
間
は
、
激
変
緩

和
措
置
を
実
施
し
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
介
護
保
険
の
制
度

に
つ
い
て
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
TEL
52-

７
１
２
７
）
、
保
険
料
に

つ
い
て
は
税
務
課
（

TEL
52-

７
１

１
３
）
へ
。

３月16日 
～４月15日 

今年１月 
からの累計 

昨年度時期 
との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

軽症者数 

死 者 数 

物損事故件数 

50件 

9件 

13人 

0人 

41件 

194件 

38件 

48人 

1人 

156件 

－42件 

－17件 

－32人 

重傷者数 0人 2人 －3人 

+1人 

－25件 

■町内の交通事故発生状況（平成18年４月15日現在） 

～安全へ　手本を示せ　孫のため～ 

 

2（－3） 

1（＋1） 

0（±0） 

0（±0） 

1（＋1） 

4（＋2） 25（±0） 

46（－3） 

6（＋5） 

12（－6） 

2（±0） 

1（－2） 

1（±0） 

5（＋4） 

3（＋3） 

■町内の刑法犯認知件数（平成18年３月１日～31日） 

※「空き巣・車上ねらい」に要注意！～家には鍵、車の中には貴重品を置かない 

手　口 手　口 手　口 件数（昨年比） 件数（昨年比） 件数（昨年比） 

空き巣狙い 

忍び込み 

ひったくり 

車上狙い 

強制わいせつ 

路上強盗 

自動車盗み 

オートバイ盗み 

自転車盗み 

部品盗み 合　計 

自販機荒らし 

万引き 

知能犯 

そのほか 

介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
が

変
更
に
な
り
ま
し
た

７月１日から
住民票や所得証明書などの
申請時に本人確認を実施

最近全国的に、本人の知らない間に本人に

なりすまし、住民票などの請求がされ、証明書

が悪用されるという事件が発生しています。

明和町では、個人情報を保護し、虚偽の請

求を未然に防止するために、７月１日から証

明書の申請の際に、手続きにこられた人の本

人確認を行わせていただきます。証明書の申

請の際には、必ず本人確認できる書類（運転

免許証など）をお持ちください。

皆さんにはご負担をおかけしますが、ご理

解・ご協力をお願いします。

※詳しくは、町民課戸籍住民係（TEL52-
7114）・税務課（TEL52-7113）へ。

町
教
育
委
員
会
で
は
こ
の
ほ

ど
、
明
和
町
史
史
料
編
「
文
書
史

料
」
お
よ
び
、
そ
の
「
解
説
」
を

発
刊
し
、
既
刊
の
「
自
然
・
考
古

編
」
「
民
俗
・
文
化
財
編
」
と
斎

宮
跡
の
保
存
や
そ
の
研
究
お
よ
び

歴
史
的
に
解
説
し
た
「
斎
宮
編
」

と
共
に
全
３
巻
を
完
成
し
ま
し

た
。
わ
が
町
の
歴
史
や
文
化
を
後

世
に
残
す
た
め
の
掛
け
替
え
の
な

い
書
物
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

に
購
読
を
お
薦
め
し
ま
す
。

■
販
売
価
格

「
自
然
・
考
古
編
」

「
民
俗
・
文
化
財
編
」
２
冊
セ

ッ
ト
＝
４
０
０
０
円
▽
「
斎
宮

編
」
＝
２
０
０
０
円
▽
「
文
書

史
料
」
「
解
説
」
２
冊
セ
ッ

ト
＝
４
０
０
０
円

■
販
売
場
所
（
販
売
時
間
）

生

涯
学
習
課
（
役
場
２
階
）
（
土

曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
）
▽
ふ
る
さ

と
会
館
（
開
館
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
）

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課

（
TEL
52-

７
１
２
４
）
へ
。

2,159円 

2,159円 

3,238円 

4,318円 

5,397円 

6,477円 

第１段階 

所得段階 所　得　な　ど　の　条　件 
保　険　料 

保険料率 

第２段階 
●世帯全員が住民税非課税で本人の課税年金収入額と合計 
　所得金額の合計が80万円以下の人 

●生活保護を受給している人 

第３段階 

●本人が住民税非課税であるが世帯の中に住民税課税者がいる人 
第４段階 

●本人が住民税課税で合計所得金額が200万円未満の人 第５段階 

●本人が住民税課税で合計所得金額が200万円以上の人 

（基準額） 

（基準額×0.5） 

（基準額×0.5） 

（基準額×0.75） 

（基準額） 

（基準額×1.25） 

（基準額×1.5） 

■所得段階別保険料 

第６段階 

月額保険料 

●世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金を受けている人 

●世帯全員が住民税非課税で本人の課税年金収入額と合計 
　所得金額の合計が80万円を越える人 
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松阪県税事務所では、下記のと

ころで自動車税の納付や納税相談

を受け付けます。

■とき ５月27日（土）・28日
（日） 午前10時～午後４時

■ところ 松阪ショッピングセン

ターマーム１階正面入り口

■持ち物 納税通知書

※両日とも午前８時30分から午後

５時まで同事務所の窓口も開設し

ていますので、利用してください。

詳しくは、同事務所（TEL0598-
50-0510）へ。

町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

町
で
は
、
「
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を

平
成
18
年
３
月
に
策
定
し
、
介
護

保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営
と
充
実

を
図
る
た
め
、
明
和
町
介
護
保
険

推
進
協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
の
運
営
に
広
く
住

民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

同
協
議
会
委
員
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

■
応
募
人
数
　
２
人

■
応
募
資
格

①
町
内
に
住
所
を

有
す
る
20
歳
以
上
の
人
で
、
家

族
な
ど
の
介
護
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
介
護
に
携
わ
っ
て
い

る
（
あ
る
い
は
携
わ
っ
て
い
た
）

人
②
そ
の
ほ
か
介
護
保
険
、
高

齢
者
福
祉
の
推
進
に
関
心
の
あ

る
人

※
公
務
員
お
よ
び
保
健
・
福
祉
・

医
療
に
、
職
業
と
し
て
従
事
し
て

い
る
人
を
除
き
ま
す
。

■
応
募
期
間

平
成
18
年
５
月
１

日
（月）
か
ら
５
月
19
日

（金）
（
土

曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）
午

前
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
申
し
込
み
・
詳
細
に
つ
い
て

は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（

TEL

52-

７
１
２
７
・
フ
ァ
ク
ス
52-

７

１
２
８
）
へ
。

明
和
町
介
護
保
険
推
進
協
議
会

委
員
を
募
集

■比較表 

対象年齢 

支給金額 

支払時期 ２月・６月・10月 

改正前 改正後 

小学校修了まで 
（12歳到達最初の年度末まで） 
平成６年４月２日以降に生まれた児童 

小学校３年生 
修了まで 

第１子・２子 

第３子以降 

5,000円 

10,000円 

自自自自動動動動車車車車税税税税
出出出出張張張張窓窓窓窓口口口口のののの開開開開設設設設

児
童
手
当
と
は
、
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
手
当
て
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
生
活
の
安

定
と
次
世
代
の
社
会
を
担
う
児
童

の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
制
度
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
小
学
校
３
年
生

ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

が
対
象
で
し
た
が
、
今
年
４
月
１

日
か
ら
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
拡

大
さ
れ
、
併
せ
て
、
所
得
制
限
限

度
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

新
た
に
、
児
童
手
当
を
受
け
ら

れ
る
児
童
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に

つ
い
て
は
、
児
童
手
当
認
定
請
求

の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
改
正
に
伴
う
新
規
請
求

は
、
平
成
18
年
９
月
30
日
ま
で
に

受
け
付
け
た
も
の
に
限
り
、
特
例

的
に
４
月
１
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

（
平
成
８
年
４
月
２
日
〜
平
成
９

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
児
童
）

こ
れ
ま
で
、
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
る
保
護
者
は
、
手
続
き
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
給
し
て
い
な
い
保
護
者
で
受

給
資
格
が
あ
る
場
合
は
、
認
定
請

求
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

（
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成
８

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
児
童
）

こ
れ
ま
で
、
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
な
い
保
護
者
は
認
定
請

求
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

保
護
者
は
額
改
定
認
定
請
求
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

所
得
制
限
の
引
き
上
げ
に
よ

り
、
新
た
に
児
童
手
当
を
受
給
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該

当
す
る
保
護
者
は
、
認
定
請
求
の

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
認
定
請
求
書
に
必
要
な

添
付
書
類
な
ど
】

①
印
鑑
②
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
申
請
者
）
の
コ
ピ
ー
（
申
請
者

が
厚
生
年
金
等
に
加
入
の
場
合
の

み
。
国
民
年
金
の
人
は
不
要
）
③

所
得
証
明
書
（
平
成
17
年
１
月
１

日
、
平
成
18
年
１
月
１
日
に
明
和

町
以
外
に
住
ん
で
い
た
人
）

※
な
お
、
年
齢
が
拡
大
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
該
当
す
る
と
予
想
さ
れ

る
小
学
校
５
・
６
年
生
の
保
護
者

に
は
、
福
祉
課
か
ら
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
所
得
証
明
な
ど
が
必
要
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該

当
者
は
お
早
目
に
準
備
し
て
く
だ

さ
い
。

児児
童童
手手
当当
がが
改改
正正
ささ
れれ
まま
しし
たた

平
成
18
年
度
に

小
学
校
４
年
生
の
児
童
が

い
る
保
護
者

平
成
18
年
度
に

小
学
校
５
年
生
ま
た
は

６
年
生
の
児
童
が

い
る
保
護
者

こ
れ
ま
で
、

所
得
制
限
に
よ
り

受
給
し
て
い
な
い
保
護
者
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広報めいわ　広報めいわ　2006年５月号年５月号 広報めいわ　2006年５月号  

北山成市さん（上村）から、

ふるさと会館へ図書カード

10,000円分をご寄付いただき

ました。

■
本
庁
職
員

●
課
長

企
画
課
長
　
東
川
克
文
（
産
業

課
長
）
▽
税
務
課
長
　
樋
口
文
隆

（
企
画
課
長
）
▽
福
祉
課
長
兼
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
　
世
古
口

尚
（
福
祉
課
長
）
▽
人
権
課
長
兼

人
権
セ
ン
タ
ー
館
長
　
川
村
　
満

（
人
権
セ
ン
タ
ー
館
長
）
▽
産
業

課
長
　
浜
口
行
生
（
社
会
福
祉
協

議
会
指
導
監
兼
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
所
長
兼
明
和
の
里
施
設
長
）
▽

斎
宮
跡
課
長
兼
施
設
管
理
係
長

奥
山
幸
洋
（
斎
宮
跡
課
長
兼
い
つ

き
の
み
や
歴
史
体
験
館
館
長
）
▽

議
会
事
務
局
長
　
高
森
登
美
男

（
税
務
課
長
）
▽
農
業
委
員
会
事

務
局
長
　
藤
林
英
生
（
人
権
課
長
）

●
係
長

総
務
課
主
幹
兼
情
報
政
策
係
長

内
田
　
宏
（
生
涯
学
習
課
主
幹
兼

生
涯
学
習
係
長
）
▽
税
務
課
主
幹

兼
課
税
第
二
係
長
　
徳
田
　
均

（
町
民
課
主
幹
兼
保
険
年
金
係
長
）

▽
町
民
課
保
険
年
金
係
長
　
下
村

由
美
子
（
出
納
室
出
納
係
長
）
▽

福
祉
課
主
幹
兼
福
祉
係
長
　
西
口

竜
嘉
（
産
業
課
主
幹
商
工
観
光
係

長
）
▽
産
業
課
主
幹
商
工
観
光
係

長
　
西
村
　
健
（
斎
宮
跡
課
主
幹

兼
施
設
管
理
係
長
）
▽
出
納
室
主

幹
兼
出
納
係
長
　
世
古
口
和
也

（
総
務
課
主
幹
兼
情
報
政
策
係
長
）

▽
生
涯
学
習
課
主
幹
兼
生
涯
学
習

係
長
　
加
藤
伸
幸
（
生
涯
学
習
課

主
幹
兼
中
央
公
民
館
係
長
）

●
係企

画
課
　
三
橋
良
生
（
新
規
採

用
）
▽
町
民
課
　
下
村
好
正
（
税

務
課
）
▽
町
民
課
　
高
橋
英
雄

（
産
業
課
）
▽
福
祉
課
　
西
川
佳

江
（
町
民
課
）
▽
福
祉
課
　
杉
野

春
香
（
新
規
採
用
）

■
中
学
校
・
小
学
校
・
幼
稚
園

●
園
長

斎
宮
幼
稚
園
園
長
　
前
田
登
美

子
（
暁
幼
稚
園
園
長
）
▽
双
葉
幼

稚
園
園
長
　
鈴
木
ま
つ
ゑ
（
み
ど

り
保
育
所
）
▽
旭
ヶ
丘
幼
稚
園
園

長
　
石
井
悦
子
（
な
り
ひ
ら
保
育

所
）
▽
曙
幼
稚
園
園
長
　
平
野
紀

美
代
（
さ
さ
ふ
え
保
育
所
）
▽
暁

幼
稚
園
園
長
　
田
端
厚
子
（
み
ど

り
保
育
所
）

●
教
諭

双
葉
幼
稚
園
　
亀
田
政
子
（
曙

幼
稚
園
）
▽
曙
幼
稚
園
　
里
中
久

美
子
（
双
葉
幼
稚
園
）
▽
暁
幼
稚

園
　
山
口
真
理
子
（
斎
宮
幼
稚
園
）

▽
斎
宮
幼
稚
園
　
泉
　
智
子
（
新

規
採
用
）

●
調
理
員

旭
ヶ
丘
幼
稚
園
　
奥
山
恵
子

（
明
星
小
学
校
）
▽
斎
宮
小
学
校

北
村
和
子
（
旭
ヶ
丘
幼
稚
園
）
▽

明
星
小
学
校
　
山
路
さ
つ
子
（
斎

宮
小
学
校
）

■
保
育
所

●
園
長

な
り
ひ
ら
保
育
所
園
長
　
西

洋
子

●
保
育
士

み
ど
り
保
育
所
　
白
前
　
伸
佳

（
斎
宮
幼
稚
園
）
▽
な
り
ひ
ら
保

育
所
　
竹
　
歩
（
暁
幼
稚
園
）
▽

み
ど
り
保
育
所
　
中
西
智
香
（
新

町
職
員
の
人
事
異
動

４
月
１
日
付
け
　
（

）
内
は
前
任

＜写真左から＞
三橋良生（企画課）u杉野春香（福祉課）u中西智香
（みどり保育園）u泉　智子（斎宮幼稚園）

新入職員です
よろしくお願いします

４月１日付けで、次の４人を採用しました。

規
採
用
）

■
退
職
者

３
月
31
日
付
で
、
次
の
職
員
が

退
職
し
ま
し
た
。

須
賀
　
学
さ
ん
（
農
業
委
員
会

事
務
局
長
）
▽
中
井
幸
充
さ
ん

（
議
会
事
務
局
長
）
▽
西
川
定
光

さ
ん
（
税
務
課
主
幹
兼
課
税
第
二

係
長
）
▽
北
村
一
昭
さ
ん
（
福
祉

課
主
幹
兼
福
祉
係
長
）
▽
山
口

浩
子
さ
ん
（
町
民
課
）
▽
半
田
公

美
さ
ん
（
福
祉
課
）
▽
田
端
和
子

さ
ん
（
な
り
ひ
ら
保
育
所
園
長
）

▽
樋
口
佳
代
子
さ
ん
（
曙
幼
稚
園

園
長
）
▽
冨
谷
や
す
子
さ
ん
（
斎

宮
幼
稚
園
園
長
）
▽
浅
尾
栄
子
さ

ん
（
旭
ヶ
丘
幼
稚
園
園
長
）
▽
石

川
正
子
さ
ん
（
双
葉
幼
稚
園
園
長
）

善意をありがとう

図書券の寄付
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

■とき ６月22日（木）
■内容・時間 胃がん検診＝午前８時～10時、乳がん検

診＝午前９時30分～11時（エコー検査）・午後１時～

２時30分（マンモグラフィー検査）、子宮がん検診＝

午後１時～２時

■料金・定員 胃がん検診＝1,000円・50人、乳がん検

診＝700円・40人、子宮がん検診＝700円・80人

※胃がん検診は30歳以上の人（前日午後９時以降の飲食

はしないでください。胃の手術をされた人は受けられま

せん）・乳がん・子宮がん検診は20歳以上の人（今年度
はエコー検査とマンモグラフィー検査

を行います。50歳未満の人はエコー検

査が、50歳以上の人はマンモグラフィ

ー検査が望ましいとされています。乳

がん検診を受けられる人は、バスタオ

ルをお持ちください。授乳中の人は受

けられません）どちらも定員になり次

第締め切り。お申し込みは保健福祉セ

ンター（TEL52-7127）へ。

上
記
の
催
し

で
、
毎
年
好
評

の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
良
い
歯

自
慢
の
コ
ン
ク

ー
ル
「
歯
っ
ぴ

い
ラ
イ
フ
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
参

加
者
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま

す
。
自
薦
・
他

薦
は
問
い
ま
せ

ん
。
奮
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ

い
。

■
と
き

６
月
４
日

（日）

午
後

零
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ

松
阪
市
子
ど
も
支
援

研
究
セ
ン
タ
ー
（
松
阪
市
川
井

町
・
文
化
会
館
横
）

■
応
募
資
格

70
歳
以
上
で
20
本

以
上
の
歯
を
お
持
ち
の
人

■
募
集
人
数

先
着
50
人

■
申
し
込
み

５
月
19
日

（金）
ま

で
の
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
に
、
松
阪
市
歯
科
セ
ン
タ
ー

（
TEL
０
５
９
８-

26-

４
７
９

１
）へ

※
優
秀
者
に
は
賞
品
、
参
加
者
全

員
に
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
。
詳

し

く

は

、

松
阪
市
歯

科
セ
ン
タ

ー
へ
。

健健健健
康康康康
相相相相
談談談談

■
と
き
・
と
こ
ろ
　
５
月
10
日

（水）

午
前
９
時
〜
11
時
＝
い

つ
き
会
館
▽
11
日

（木）

午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
＝
大
淀

会
館
▽
12
日

（金）

午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分
＝
ふ
れ
あ
い

会
館
▽
15
日

（月）

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
＝
み
い
と
会

館
■
持
ち
物
　
健
康
手
帳

■
内
容
　
血
圧
測
定
・
尿
検
査
・

体
脂
肪
測
定
な
ど

■
そ
の
ほ
か
　
理
学
療
法
士
の
下

で
体
力
測
定
を
実
施

※
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
（

TEL
52-

７
１
２
７
）
へ
。

今
月
29
日
か
ら
か
ら
５
日
間
の

日
程
で
各
地
区
を
巡
回
し
て
住
民

検
診
を
行
い
ま
す
。
日
程
表
と
受

診
票
は
後
日
個
別
送
付
し
ま
す
の

で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

■
対
象
　
65
歳
以
上
の
人

※
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
（

TEL
52-

７
１
２
７
）
へ
。

松
阪
市
お
よ
び
松
阪
地
区
歯
科

医
師
会
が
中
心
と
な
り
、
「
歯
の

健
康
ま
つ
り
２
０
０
６
」
を
開
催

し
ま
す
。

■
と
き

６
月
４
日

（日）

午
後

零
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ

松
阪
市
子
ど
も
支
援

研
究
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
民
文

化
会
館

■
内
容

親
と
子
・
園
児
・
児

童
・
生
徒
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク

ー
ル
と
表
彰
▽
歯
・
口
の
健
康

に
関
す
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
の
展
示
と

表
彰
▽
「
歯
っ
ぴ
い
ラ
イ
フ
コ

ン
ク
ー
ル
」
表
彰
▽
む
し
歯
・

歯
並
び
・
歯
周
病
に
関
す
る
相

談
や
健
診
▽
試
食
・
栄
養
相
談

コ
ー
ナ
ー
▽
歯
み
が
き
の
指
導

▽
抽
選
会
な
ど

※
詳
し
く
は
、
松
阪
市
歯
科
セ
ン

タ
ー
（

TEL
０
５
９
８-

26-

４
７
９

１
）
へ
。

「70歳からの
歯っぴいライフコンクール」
の参加者募集

５月の

住住住住
民民民民
検検検検
診診診診

29日から

保健福祉センターで
がん検診
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広報めいわ　広報めいわ　2006年５月号年５月号 広報めいわ　2006年５月号  

ＭＣ（明和チャイルド）くらぶ

●とき・対象児 ５月 1 7 日

（水）＝平成15年10月生まれ、
６月14日（水）＝平成15年11
月生まれ

●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午前９時30分までに

●持ち物 母子健康手帳・発達調

査票

１歳６カ月児の健康診査

●とき・対象児 ５月 1 2 日

（金）＝平成16年10月生まれ、
６月９日（金）＝平成16年11
月生まれ

●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

３歳児の健康診査

●とき・対象児 ５月 1 9 日

（金）＝平成14年10月生まれ、
６月16日（金）＝平成14年11
月生まれ

●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

育児相談と妊産婦指導

●とき・対象者 ５月 2 6 日

（金）・６月23日（金）＝乳幼
児と妊産婦で月齢は不問

●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午前９時30分～10

時30分、午後１時30分～２時

30分

●持ち物 母子健康手帳

●申し込み 相談する人の名前・

生年月日・電話番号を前日まで

に保健福祉センターへ

陽
春
は
、
新
し
い
年
度
と
し
て
、
入
学
式
・
入

社
式
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
明
和
町
も
４
人
の

新
人
が
入
庁
し
ま
し
た
。

激
し
い
、
き
び
し
い
競
争
率
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
だ
け
に
、
新
進
気
鋭
の
人
材
ば
か
り
で
あ
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

自
治
体
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
自
立
の
道
を
歩

む
町
に
と
っ
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
信
念
を
持
っ

て
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
の
必
要
性
を

新
人
の
皆
さ
ん
に
申
し
あ
げ
ま
し
た
。

新
し
い
感
覚
で
物
事
に
対
応
す
る
瞬
発
力
と
行

動
力
が
強
く
求
め
ら
る
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で

あ
り
ま
す
が
、
何
ご
と
に
も
誠
実
で
真
摯

し

ん

し

に
与
え

ら
れ
た
業
務
に
精
励
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

「
一
期
一
会
」
と
い
う
言
葉
に
、
私
は
惹
か
れ

て
い
ま
す
。
茶
道
か
ら
由
来
し
た
と
聞
き
及
ん
で

い
ま
す
が
、
こ
の
世
に
生
を
う
け
て
以
来
、
幾
度

の
「
出
合
い
」
が
あ
り
、
幾
度
の
「
別
れ
」
が
あ
り

ま
し
た
。

「
一
期
一
会
」
の
積
み
重
ね
の
う
ち
に
、
私
た

ち
は
人
間
と
し
て
成
長
し
て
き
た
と
い
っ
て
も
過

言
で
な
い
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
人
々
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
支
え
ら

れ
て
き
た
こ
と
を
常
に
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
感
謝

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
ふ
れ
合
い
」
と
か
「
交
流
」
と
か
、
人
間
ら

し
い
温
か
み
あ
る
行
為
こ
そ
が
、
大
切
で
あ
り
、

そ
れ
を
体
感
で
き
る
人
が
、本
当
に
幸
福
で
あ
り
、

充
実
感
の
持
て
る
人
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

新
し
く
役
場
職
員
と
し
て
、出
発
す
る
諸
君
も
、

大
勢
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
励
ま
さ
れ
、鍛
え
ら
れ
、

一
歩
一
歩
し
っ
か
り
と
、
力
強
く
成
長
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
語
が
あ
り
ま
す
。

常
に
初
心
者
ら
し
く
謙
虚
に
従
順
に
あ
ら
ね
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
経
験
を
積
ん
だ
の
ち

も
、
「
私
は
初
心
者
で
あ
る
」
と
の
思
い
を
持
ち

つ
づ
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

柔
ら
か
き
五
月
の
風
に
髪
吹
か
れ
　
　
　
　
眞
澄

町長サロン
一
期
一
会

木
戸
口
　
眞
澄

総人口 

男 

女 

総世帯 

23,080人　 

11,132人　 

11,948人　 

7,374世帯 

4月の人口 

出生 

死亡 

転入 

転出 

13人 

16人

130人 

138人 

3月中の異動 

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
に
対

し
、
改
め
て
弔
意
の
意
を
表
す
た

め
支
給
さ
れ
る
特
別
弔
慰
金
（
第

８
回
特
別
弔
慰
金
）
を
請
求
さ
れ

た
皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
申
請
請
求
書
な
ど

の
関
係
書
類
は
、
現
在
、
三
重
県

と
国
で
審
査
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
日
々
の
処
理
量
に
は
限
り

が
あ
り
、
現
在
の
状
況
で
は
裁
定

通
知
書
と
国
庫
債
券
が
第
１
回
支

給
開
始
日
の
６
月
15
日
ま
で
に
役

場
に
届
く
の
が
困
難
で
あ
り
、
数

カ
月
先
に
な
る
見
込
み
で
す
。
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
裁
定
通
知

書
と
国
庫
債
券
が
役
場
に
届
き
ま

し
た
ら
、
皆
さ
ん
に
通
知
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（

TEL
52-

７
１
１
５
）
へ
。

第
８
回

特
別
弔
慰
金
請
求
書
を

提
出
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ

各種検診など
お問い合わせ・詳しくは、

保健福祉センター（TEL52-7127）へ。



14

町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

ご存じですか？「行政相談」
「行政相談」とは、国・県・市やＮＴＴなどの特殊法人

等の仕事について、皆さんから苦情や意見・要望をお聞き

し、その解決の推進を図る制度です。

総務省では、この制度を皆さんに知っていただき、利用

していただくため、５月22日（月）から28日（日）まで
の１週間を「春の行政相談週間」として、全国的にいろい

ろな行事を行います。

この週間にちなんで当町でも、次のとおり「行政相談所」

を開きます。年金・保険・税金・登記・道路・福祉など役

所の仕事について、分からないこと・お困りごとがある人

は、お気軽に相談してください。

※行政相談員とは、総務大臣が委嘱している民間有識者で、みなさ 
んの身近な相談相手です。相談は無料で、相談者の秘密は固く守り 
ます。 

時間 

9:30～12:00

10:00～12:00

開催日 

22日(月)

5月１日(月)

24日(水)

26日(金)

場所 

大淀会館 

保健福祉センター 

みいと会館 

ふれあい会館 

行政相談員 

世古口光夫さん 

行政相談の日程 

ご利用ください「行政相談」
22日～28日は春の行政相談週間

５月１日から、町指定ごみ袋の希望

小売価格（税別）を下記のとおり値下

げします。

※もやせるごみ指定袋（小）のサイズ
が小さくなります。以前の町指定ごみ
袋も、今までどおり使用していただけ
ます。詳しくは、環境課（TEL52-7117）
へ。

町
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
町
政
に
対
す
る
意

見
や
要
望
を
お
聞
き
す
る
と
と
も

に
、
町
政
へ
の
参
加
意
識
を
高
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

日
常
生
活
の
中
で
気
付
い
た
こ

と
な
ど
を
、
モ
ニ
タ
ー
会
議
や
モ

ニ
タ
ー
通
信
で
知
ら
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
主
な
仕
事
で
す
。

町
政
モ
ニ
タ
ー
の
設
置
要
領

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
あ
な
た

も
町
政
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
職
務

町
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ

の
出
席
▽
モ
ニ
タ
ー
通
信
で
意

見
・
提
言
な
ど
の
提
供
▽
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
へ
の
協
力

■
定
員

20
人
以
内

■
委
嘱
の
要
件

20
歳
以
上
の
町

内
在
住
の
人
▽
国
会
議
員
・
地

方
公
共
団
体
の
議
員
お
よ
び
常

勤
の
職
員
で
な
い
人
▽
行
政
相

談
員
や
国
な
ど
の
委
嘱
す
る
モ

ニ
タ
ー
で
な
い
人

■
任
期

委
嘱
の
日
か
ら
翌
年
の

３
月
31
日
ま
で

■
費
用
弁
償

モ
ニ
タ
ー
通
信
に

要
す
る
経
費
は
町
が
負
担

※
町
政
モ
ニ
タ
ー
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
５
月
15
日

（月）
ま
で
に
町

民
課
広
報
対
話
係
（

TEL
52-

７
１

１
４
）
へ
。

町
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
、
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
を
推
進
す

る
た
め
、
設
置
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

■
応
募
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
①
町
内
に
居
住

し
、
自
ら
が
所
有
す
る
住
宅

（
店
舗
な
ど
の
併
用
住
宅
を
含

む
）
に
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
よ

う
と
す
る
人
②
町
内
に
自
ら
の

居
住
の
用
に
供
す
る
た
め
、
新

築
す
る
住
宅
（
店
舗
な
ど
の
併

用
住
宅
を
含
む
）
に
合
わ
せ
て

シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
よ
う
と
す

る
人
③
町
内
に
お
い
て
シ
ス
テ

ム
を
設
置
し
た
新
築
住
宅
を
購

入
し
よ
う
と
す
る
人

■
募
集
期
間

６
月
１
日

（木）
〜

30
日

（金）
（
土
曜
・
日
曜
を
除

く
）
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
に
交
付
申
請
書
を
企
画
課

へ
提
出
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
応
募
件
数
に
満
た
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
追
加
募

集
は
行
い
ま
せ
ん

■
補
助
金
の
額

１
件
当
た
り
12

万
円

■
募
集
件
数

10
件

※
募
集
要
綱
、
申
請
様
式
に
つ
い

て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
企
画
課

（
TEL
52-

７
１
１
２
・
E
メ
ー
ル

k
ik
ak
u
@
to
w
n
.m
ie-m

eiw
a.l

g
.jp

）
へ
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の

設
置
補
助
制
度

町指定ごみ袋の価格が変更

指定袋の種類 旧価格（税別） 新価格（税別） 

もやせるごみ（大） 

もやせるごみ（小） 

カン・くずビン 

その他プラスチッ 
ク製容器包装類 

120円 

80円 

120円 

120円 

95円 

57円 

110円 

95円 
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全国大会・国際大会に出場される

監督、選手への強化費の補助制度が

あります。日本体育協会加盟団体で

県予選などのある種目が対象です。

※詳しくは、総合体育館（TEL52-
7130）へ。

自然の中をみんなで楽しく歩きま

せんか！

■とき ５月14日（日） 集合＝午

前８時30分・出発＝午前９時

■集合場所 池村ふれあい会館

■コース 池村の竹林と古道（伊勢

本街道の１部）を歩く（約６㌔）

※詳しくは、町民課（TEL52-7114）
へ。

５月１日から１週間を憲法週間と

し、無料総合相談所などを開設しま

す。

【無料総合相談所】

■とき ５月２日（火） 午前10時

30分～午後３時30分（１人20分）

■ところ 津センターパレス２階

（津市大門７番15号）

■相談員 三重弁護士会所属弁護

士、津地方法務局職員、津地方検

察庁被害者支援員

■相談内容・定員 法律相談コーナ

ー（土地、金銭貸借、家庭内のも

めごとなど）・先着36人u人権・

登記・戸籍相談コーナー（人権問

題、帰化手続など）・先着36人u

犯罪被害者支援コーナー（犯罪被

害、刑事手続に関する相談な

ど）・先着12人（秘密は厳守され

ます）

※詳しくは、津家庭裁判所総務課庶

務係（TEL059-226-4171）、津地方
法務局総務課庶務係（TEL059-228-
4191）、津地方検察庁企画調査課

（TEL059-228-4123）へ。

【裁判員制度説明会】
■とき ５月２日（火） 午後１時

15分～２時

■ところ 津センターパレス２階

犯罪被害者支援コーナー

■受け付け 午後１時から同コーナ

ーで受け付け

※詳しくは、津地方検察庁企画調査

課（TEL059-228-4123）へ。

■とき ５月23日（火） ８月22

日（火） 午前10時～11時30

分・午後１時～２時

■ところ 三重県津庁舎（津市桜橋

３-446-34）

■受け付け 当日会場で配布する

「登録申請書」（登録書再交付の受

審者は、登録証再交付申請書）に

必要事項を記入の上提出

■準備物 ①警察署に発見届け出済

みの「銃砲刀剣類」（再交付の場

合は登録済みの「現物」）②警察

署から受け取った「銃砲刀剣類発

見届出済証」（再交付の場合は見

届出済証が無い代わりに、文化財

保護室への事前連絡を要する）③

登録手数料（三重県収入証紙）新

規＝１件につき6,300円u登録証

再交付手数料＝１件につき3,500

円④本人確認のできるもの（運転

免許証や健康保険証など）

■そのほか 審査は、登録申請者が

上記の準備物を持参して受審u代

理人の場合は「委任状（本人署名、

捺印）」および「代理人本人であ

ることの確認できるもの（運転免

許証や健康保険証など）」を持参

※詳しくは、三重県教育委員会事務

局　文化財保護室（津市広明町13・

TEL059-224-2999・ファクス059-
224-3022）へ。

銃砲刀剣類登録審査会
を開催無料総合相談所の開設

14日に健康ウオーク

全国・国際大会に出場
する強化費の補助制度

納税は忘れず！
今月は下記のとおりです
●町県民税・×

●固定資産税・×

●軽自動車税・全期

●国民健康保険税・２期

●介護保険料・２期

スポーツ結果

◇第１回多気郡卓球大会（３月19

日・総合体育館・参加34人）（敬称

略）

混合ダブルス＝①山中・長谷川③中

西・今西、浜口・小坂u40歳以上女

子シングルス＝②今西美保子u40歳

以上男子シングルス＝②小島　勇③

中田久志u一般女子シングルス①岡

田有里香②荒木　梢③嶋田道子u一

般男子シングルス＝③山中雄一

◇第46回明和町ゲートボール大会

（３月23日・ふれあい広場芝コー

ト・参加９チーム429人）

①あやめ②鶴③竹

◇家庭婦人バレーボール春季大会

（３月27日・総合体育館・参加10チ

ーム）

②つかさクラブ
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ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞か

せを、おはなし小槌の皆さんが次のとおり行います。

■とき・内容 ５月28日（日） 午後２時～＝絵本

「かたつむりののんちゃん」、紙芝居「きつねのな

きいろ」ほか

■ところ ふるさと会館２階ロビー

【今月の休館日】

１日（月）・８日（月）・15日（月）・22日
（月）・29日（月）・31日（水）
※詳しくは、ふるさと会館（TEL52-7131）へ。

1日（月）行政・心配ごと相談（午前９時30分～正午）
15日（月）心配ごと相談（午後１時30分～４時）

●草木染め教室
桜の葉で染めましょう
秋にとっておいた桜の葉を使って淡い赤茶色に染

めることができます。桜が持つ自然の色を、絹のス

カーフや綿のハンカチなどに染めて、お気に入りの

１枚をつくりましょう。

■とき ６月10日（土） 午前10時～午後３時

■定員 20人

■参加費 500円（材料費別。1,000円～）

※詳しくは、いつきのみや歴史体験館（TEL52-3890）
へ。
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素
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こ
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初
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ど
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見
つ
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。

■最大震度別地震回数（平成18年３月11日～４月10日） 

震　度 

全　国 

明和町 

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

※ 

66 37 15 0 1 0 0 0 0 119

0 0 0 0 0 0 0 0 00

今月のお話会・ふるさと会館

今月の心配ごと相談・保健福祉センター

田端のぶさん
（志貴）

わたしは、自分

の歳と同じ数の雑

きんを明和町に寄

贈しました。

２年前に娘が亡

くなり、荷物を整

理していたとこ

ろ、たくさんのタオルが出てきました。息子の

嫁に「得意のミシンを使って、タオルで雑きん

を作ってみたら」と言われ、娘の供養にもなる

だろうと思い、５、６日かかって90枚近く雑き

んを作りました。福祉施設などで、皆さんに使

っていただけたらうれしいです。

今は、畑での野菜作りとひ孫たちを眺めるこ

とが、一番の楽しみです。家族や周囲の皆さん

に大事にしてもらって、「一人で生きているので

はないなぁ、７人の大家族で良かった」と思い

ながら暮らしています。

畑で野菜作りが楽しみ

いつきのみや歴史体験館からのお知らせ

一人で悩んでいませんか？
●「しつけ？それとも虐待？」

【相談窓口】

明和町保健福祉センターTEL52-7127
中勢児童相談所TEL059-231-5666
●ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は犯罪です！

【相談窓口】

配偶者暴力相談支援センターTEL059-231-
5600

警察安全相談電話TEL059-224-9110・♯9110
松阪警察署TEL0598-53-0110
松阪保健福祉部TEL0598-50-0596
※お気軽に、まずはお電話してください。


